













































































































































































































































































































































































































































































































































か おほな む ち すくなひこ な あは ひとつ つ く
夫の大己貴命，少彦名命と力を戮せ，心を一にして，天下を經營る。




























































































































































































































































































































































７０）Theraga¯tha¯ 722, ed. Hermann Oldenberg, London, 1883, 72: sabbaññu¯
・
sabbadassa¯vı¯ jinno a¯cariyo mama maha¯ka¯runiko sattha¯ sabbalokatikicchako.
・・
７１）ibid., 758ab, 74: dhammappati hi so settho visadosapava¯hako.
７２）Majjhima¯nika¯ya 105 (Sunakkhattasutta), ed., R. Chalmers, London, 1898, 2,
・ ・ ・ ・
260: vano ti kho sunakkhatta chann’ etam ajjhattika¯nam a¯yatana¯nam adhiva-
・ ・ ・
canam. visadoso ti kho sunakkhatta avijja¯y’ etam adhivacanam. sallan ti kho
・ ・ ・
sunakkhatta tanha¯y’ etam adhivacanam. esanı¯ ti kho sunakkhatta satiya¯y’
・ ・ ・
etamadhivacanam. satthan ti kho sunakkhatta ariya¯y’ etam pañña¯ya adhivaca-
・ ・ ・




































・ ・ ・ ・
´
・
´７８）Bhaisajyagurusu¯tra, 5: tesa¯m sarvavya¯dhayah prasameyuh nı¯roga¯s ca ni－
´rupadrava¯s ca〔te〕syur ya¯va bodhiparyavasa¯nam｜
達摩笈多，op. cit., loc. cit.
７９）ibid., 5－6.













８２）S´atapathabra¯hmana, ed. Albrecht Weber, Berlin/London, 1855, 765－766: 10.
1. 5. 4; 774: 10. 2. 6. 8)。
・ ・




nivarteta smrtim upalabheta｜ tasya kusalam akusalam va¯ karmavipa¯kam
・ ・
svayam evapratyaksam bhavati｜ jnña¯tva¯ ca jı¯vitahetau〔na kada¯〕pi pa¯pam
´
・ ・ ・


























れる動詞語根 “jña¯－” の後に，中動動詞語尾（middle ending）が付く（Pa¯nini,
・・ ・ ・

















容は関係代名詞 “yat”で導入される関係節で示される： “yat tasya tad vijña¯nam pu-
nar api pratinivarteta”（「その人の心が再び帰って来るという〔事態〕」）。
名詞 “stha¯nam”のもともとの意味は「場所」であるが，これが抽象的な方向に発
展して「場合」という意味になる。そして，この用法を基に “stha¯nam etad vidy-
ate”という慣用表現が成立して，「この事態が起こる」という意味で用いられる。と
・








ーンボーム（Raoul Birnbaum）は，玄奘の文章に対応を欠く “his body”を勝手に
補って， “then that person’s consciousness may be returned to his body〔imme-
















































´９６）Bhaisajyagurusu¯tra, 25, 4－7: yadi va¯ saptame divase yadi va¯〔ekavimsatime〕
・
´ ´divase yadi va¯ pañcavimsatime divase yadi va¯ ekonapañca¯satime divase tasya
・ ・
































のせいで保存状態は非常によかった（ “Archaeological Discovery in the Hindukush,”











引用されている： S´1iksa¯samuccaya, ed. Cecil Bendall & W. H. D. Rouse, London,
・








１０３）Bhaisajyagurusu¯tra, 17: sra¯ddhah kulaputro va¯ kuladuhita¯ va¯ tasya tatha¯-
・
































































































































































































































































































































西北部のガンダーラで仏像が作られるようになる（Joe Cribb， “The Origin of the
Buddha Image ―the Numismatic Evidence,” Bridget Allcin〔ed.〕, South Asian
































１６６）小林，op. cit., １６－１９：B２「オホ－ハラヘの成立」；２９－３１： !「これまでのまとめ」
１６７）ハラヘに大きな変化が起こったのは天武の時代（６７３－６８６）であったが，この時代
に新たに成立したオホ－ハラヘについて，青木は重大な発言をしている。『ハラヘの歴
史』，２６：「大ハラヘそのものの中心はやはりどこまでも，国中の罪の大規模な祓除と
いう点にあったと思いたい訳です。」
１６８）『日本書紀』２９，〔後編〕３８４，３６５。
１６９）村山修一，「日本の薬師信仰」，『大法輪』４４．７，１９７７，１２１。
１７０）ibid., 120。
１７１）本論文（１），Ａ－４「中国の皇帝は『罪』を悔いて災害を予防しようとする」，『人
間科学』３２，１６－１９。
１７２）本論文（１），B－１，B－２，B－３a，B－３b，『人間科学』３２，２２－３３。
１７３）『續日本紀』１８，２１３：經に云ふ。「受難の雜類衆生を救濟せば，病を免れて年を延
ぶ」と。是を以て教に依て天下に大赦す。
かくのごと とざ し
１７４）ibid., １９，２２４：如く聞く。「災を鎖し福を致すこと，仁風に如くは莫し。病ひを
よ つみゆるし
救ひ年を延ること，實に徳政に資る」と。天下に大赦す可し。
１７５）『古事記』中，『古大』１，２２８（cf．本論文（１），B－３a，『人間科学』３２，２９－３０）。
１７６）中野玄三，『悔過の芸術 ―仏教美術の思想史―』，京都，１９８２，１１１。
１７７）『広辞苑』，第四版，東京，１９９１，７９７，d。
１７８）ibid., 1065, d。
日本で開発されたヤクシ－ケクヮ（藥師悔過）
－４５－
正 誤 表
小林信彦「日本で開発されたヤクシ－ケクヮ（藥師悔過）
―過ちを悔いずにワザハヒ（災）を終息させる呪術―」（１）
『人間科学』３２号，２００６
３頁１７行－１８行
誤 正
漢字で表記したのである。 漢字で表記することがある。
桃山学院大学人間科学 No. 33
－４６－
